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4年ぶり伝統の獅子舞未納
萩山神社春祭り 小学生が獅子曳き、浦安の舞

■

ヽ_萩
山
神
社
春
季
例
大
祭
に
あ

わ
せ
、
萩
山
郷
土
芸
能
保
存
会

は
３
月
２５
、
２６
日
に
伝
統
の
獅

子
舞
を
奉
納
し
ま
し
た
。
令
和

２
年
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
流
行
の

た
め
行
え
ず
、
昨
年
は
御
柱
祭

の
年
で
も
あ

っ
た
た
め
４
年
ぶ

り
の
奉
納
と
な
り
ま
し
た
こ

五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
、
地

域
の
安
全
を
祈

っ
て
奉
納
す
る

獅
子
舞
で
、
歌
舞
伎
に
由
来
す

る
松
王
、
梅
王
、
桜
丸
に
扮
し
た
３
人
の
男
子
小
学
生
に
よ
る
獅

子
曳
き
が
大
き
な
見
所
で
す
。
宵
祭
り
の
２５
日
は
安
養
寺
で
獅
子

舞
と
囃
子
屋
台
の
公
演
を
披
露
。
本
祭
り
の
２６
日
は
３
人
の
獅
子

曳
き
も
加
わ
り
、
安
養
寺
で
公
演
し
た
後
、
舞
い
な
が
ら
参
道
を

練
り
歩
い
て
萩
山
神
社
境
内
に
入
り
ま
し
た
。

こ
の
獅
子
舞
は
寛
政
８

（１
７
９
６
）
年
に
安
養
寺
の
荒
神
堂

御
開
帳
の
際
に
舞

っ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
数
え
て

今
年
で
２
２
８
年
目
。
コ
ロ
ナ
に
配
慮
し
て
規
模
を
縮
小
し
出
砂

原
お
祭
り
広
場
や
パ
ー
ス
駐
車
場
で
の
公
演
は
行
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
安
養
寺
か
ら
出
発
し
て
萩
山
神
社
へ
と
進
む
の
は
こ
の
獅

子
舞
の
本
来
の
姿
で
す
。
２
日
と

も
あ

い
に
く
の
小
雨
で
し
た
が
、

桜
の
開
花
も
例
年
よ
り
早
く
進
む

中
、
に
ぎ
や
か
な
春
祭
り
の
復
活

を
み
な
で
喜
び
合
い
ま
し
た
。

本
祭
り
で
は
萩
山
神
社
拝
殿
で

浦
安
の
舞
の
奉
納
も
行
わ
れ
、
各

区
か
ら
選
ば
れ
た
６
人
の
女
子
小

学
生
が
舞
姫
を
務
め
、
お
ご
そ
か

で
優
美
な
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。
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令和 5年 6月 7日 下 市 区 報 館 報 第 115号 (2)

各
行
事
の
再
開
を

区
長

北
沢

文
治

新
年
度

の
役
員
改

選
に
あ
た

り
区
長
の

大
役
を
担

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
何
分

に
も
不
慣
れ
で
未
熟
者

で
あ

り
、
区
長
が
務
ま
る
の
か
不
安

で
す
が
、
お
受
け
し
た
以
上
、

精

一
杯
頑
張

っ
て
参
り
ま
す
。

私
に
と

っ
て
性
格
の
良
く
な

い
所
は
、
素
直
で
お
願
い
さ
れ

る
と
断
れ
な

い
と
こ
ろ
で
す
。

４
年
前
に
区
の
会
計
、
そ
れ
か

ら
副
区
長
と
や
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
区
民
の

皆
様
に
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
皆
様
ご
存
知
の
よ
う
に

５
月
８
日
か
ら
コ
ロ
ナ
感
染
症

が
５
類
扱

い
と
な
り
ま
し
た
。

感
染
者
の
正
確
な
発
表
が
な
い

と
か
、
指
定
さ
れ
た
病
院
で
な

く
て
も
診
察
が
で
き
る
、
医
療

費
が
自
己
負
担
に
な
る
な
ど
変

わ
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染

症
そ
の
も
の
は
今
ま
で
と
特
に

変
わ
り
ま
せ
ん
。
皆
様
も
今
ま

で
と
同
様
、
感
染
に
は
気
を
付

け
て
頂
き
、
各
自
治
会
の
行
事

等
、
以
前
の
よ
う
に
行

っ
て
頂

き
た

い
と
思

い
ま
す
。
「
コ
ロ

ナ
だ
か
ら
止
め
る
」
と
最
初
か

ら
決
め
つ
け
る
こ
と
は
な
く
し

て
頂
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

支
館
の
行
事
も
３
年
間
コ
ロ

ナ
禍
で
行
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
取
り

戻
す
た
め
に
も
、
今
年
は
実
施

す
る
予
定
で
す
。

最
後
に
、新
た
に
区
の
役
員
、

委
員
に
な
ら
れ
た
皆
様
、
２
年

間
楽
し
く
や
り
ま
し
よ
う
。

皆
様
の
ご
支
援
を

副
区
長

光
沢

金
良

元
企
業
で
４０
余
年
、
狭
い
世
界

で
片
意
地
張

っ
て
い
た
の
を
痛

感
し
、
自
治
会
で
の
力
不
足
も

当
然
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
こ
の
大
役
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
が
、
諸
環
境
の

変
化
に
対
応
す
る
に
は
、
経
験

能
力
と
も
全
く
不
足
で
あ
り
ま

す
。
地
域
の
皆
様
、
諸
先
輩
の

ご
支
援
を
得
な
が
ら
、
で
き
る

限
り
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
ｃ

高
齢
世
帯
も
共
に

会
計

市
沢

元
則

ユ剛
一期
に

続
き
会
計

，
い
実
務
を
担

つヽ
こ
と

に

な

り

ま

し

た
ｃ
透
明
性
を
基
本
に
遅
滞
な

く
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
良
く
誠
実
に

重
責
を
果
た
し
て
参
り
ま
す
こ

自
治
会
か
ら
脱
退
さ
れ
る
高

齢
世
帯
が
増
え
て
い
る
た
め
、

令
和
５
年
度
よ
り
新
た
な
試
み

を
行

っ
て
い
ま
す
．
「
８５
歳
以

上
の
単
身

。
夫
婦
の
み
」
（満

年
齢
に
達
し
た
翌
年
度
か
ら
）

区
費
を
免
除
と
し
、
ま
た
年
度

末
に
は
長
年
の
定
住
に
補
助
金

３
千
円
を
お
渡
し
し
ま
す
。
高

齢
に
な
り

「役
員
や
組
合
の
お

付
き
合
い
が
で
き
な
い
」
、
「皆

様
に
迷
惑
を
か
け
る
」
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
そ
う
で
な
く
、高
齢

世
帯
に
な

っ
て
も

「向
こ
う
三

軒
両
隣
」
の
精
神
で
お
互
い
に

支
え
合
え
る
下
市
田
区
で
過
ご

し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
脱
退
さ
れ
ま
す
と
区

の
規

定

に
よ

り

年

間

区

費

１
万
２
千
円
を
納
付
し
て
頂
き

ま
す
。
脱
退
さ
れ
る
と
隣
近
所

の
付
き
合
い
や
情
報
が
少
な
く
、

不
安
や
負
担
が
大
き
く
メ
リ
ッ

ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。
脱
退
を
お

考
え
の
世
帯
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
助
言
を
お
願
い
し
ま
す
。

人
と
の
出
会

い
や
縁
、
女
性

と
お
酒
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
日

本
人
が
大
切
に
し
て
き
た
謙
虚

さ
と
思
い
や
り
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

千
市
，
こ

祈
ム
及
あ
い
さ
つ

ヽ
コ
Ｊ
一

い
　
、一

〆
Ｌ

Ｄ
７

』
ロ

Ｌ
■
■

Ｌ
一

二
）アご
コ
ロ
ナ

が
猛
威
を

振
る
っ
た

ほ
ぼ
３
年

間
、
こ
こ

ら
で
終
息
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
世
界
の
情
勢
も
私
た
ち
の

身
の
回
り
暮
ら
し
方
も
、
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、

一
区
自
治
会
に
関
わ

っ
て
参
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
以
前
地

退
任
に
あ
た
り

前
区
長

久
保
田
正
博

少
傾
向
は
、
区
の
運
営
に
と

っ

て
益
々
大
き
な
課
題
と
な

っ
て

参
り
ま
し
た
。
そ
の
複
合
的
影

響
で
、
区
の
会
計
も
高
齢
世
帯

免
除
や
電
気
代
等
諸
物
価
の
値

上
が
り
で
厳
し
く
な

っ
て
き
ま

し
た
。
役
員
の
成
り
手
不
足
、

常
会
未
加
入
世
帯
の
増
加
等
、

今
ま
で
通
り
い
か
な
い
の
は
皆

様
承
知
の
如
く
で
す
。
区
の
組

織
改
革
や
行
事
内
容
の
見
直
し

は
避
け
て
通
れ
な
く
な

っ
て
き

て
い
ま
す
。

自
分
と
は
，
。

自
分
の
周
辺

で
出
来
る
事
は
，
・

自
治
会
と

は
？
・

等
々
…
。
自
間
自
答
し

て
き
ま
し
た
。
力
不
足
で
課
題

を
た
く
さ
ん
残
し
て
退
任
と
な

り
ま
し
た
が
、
区
民
の
皆
様
に

は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
世
界
で
起
き
て
い
る
と
思

っ

て
い
た
各
地
の
戦
争
や
紛
争
か

ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
等
で
、

町
だ
け
で
な
く
当
区
の
運
営
や

区
民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
受

け
た
こ
の
２
年
間
で
し
た
ｃ

国
や
県
や
町
が
関
わ
る
ハ
ー

ド
事
業
は
そ
れ
な
り
に
進
ん
で

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ソ
フ
ト

面
で
は
課
題
が
多

い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
特
に
少
子
高
齢
化
の

社
会
情
勢
と

コ
ロ
ナ
禍
以
前
か

ら
の
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
減

３
年
前

か
ら
の
新

型
コ
ロ
ナ

感
染
の
大

流
行
、
遠

⌒
1・ .rl
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会
長

３
区

自
治
会
長

佐
藤

増

一

（
い

１
区
　
自
治
会
長

佐
々
木
順

一

１
区
　
会
計大
場

泰
司

れ
て
い
ま
し
た
の

で
、
地
域
の
こ
と

が
よ
く
分
か
ら
な

い
代
議
員
会
長
で

す
が
、
皆
様
の
ご

指
導
と
ご
協
力
を

３
区
　
会
計今
川

良
人

４
区
　
副
自
治
会
長

大
久
保
隆
弘

副
会
長

４
区

自
治
会
長
　

２
区
　
自
治
会
長

池
田

直
人
　
　
　
松
島

健
治

１
区
　
副
自
治
会
長

上
沼

基
広

』
■
■
ロ

』
■
■
■
ロ

∩
誦

こヽ
２
区
　
副
自
治
会
長

滝

　
茂
樹

‐
― ′■ヽ■

３
区
　
副
自
治
会
長
　
　
　
５
区
　
自
治
会
長

伊
藤

光
明
　
　
　
藤
田

幸
彦

元
気
な
下
市
田
に

代
議
員
会
長
佐
藤

増

一

こ
の
度
、
代
議
員
会
長
を
仰

せ
つ
か
り
ま
し
た
３
区
の
佐
藤

と
申
し
ま
す
。
長
く
高
森
を
離

頂
き
な
が
ら
務
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
も

５
類
と
な
り
、
こ
こ
数
年
間
縮

小
・中
止
さ
れ
て
き
た
行
事
が

順
次
再
開
さ
れ
て
い
き
ま
す
〓

多
く
の
皆
様
に
参
加
頂
く
こ
と

で
、
活
気
に
満
ち
た
元
気
な
下

市
田
区
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
代
議
員
会
も
各
種
行
事

ヘ

企
画

・
協
力
し
て
い
き
ま
す
．

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

５
区
　
副
自
治
会
長

佐
々
木

茂

６
区
　
自
治
会
長

福
島

文
雄

代
議
員
１
名
減

令
和
５
年
度
か
ら
１
区
の
代

議
員
が
３
名
に
な
り
ま
し
た
。

役
職
者
合
同
会
議

事
業
計
画
を
説
明

４
月
２３
日
、
区
民
会
館
で
区

の
役
職
者
合
同
会
議
を
開
き
、

常
会
長
の
み
な
さ
ん
に
新
年
度

事
業
計
画
を
説
明
し
ま
し
た
。

1

_``

■1

令和 5年度 下市田区 おもな事業・行事 (予定)

６
区
　
副
自
治
会
長

村
澤

哲
夫

ヽ

１

”

、　

エ

月日 (曜日) 事  業  ・ 行  事   1参 加対象 1 担当
4月 2日 (日 ) 春の里道作り 全区   土木
4月 23日 (日 ) 用排水路清掃 (丼ざらい ) 全区   水利
4月 23日 (日 ) 常会長・区委員合同会議 関係役職者  区
5月 7日 (日 ) 春の山作業 (区有林管理作業 1回目)3・ 4・ 5区  琢務
5月 14日 (日 ) 環境美化運動の日、ごみゼロ運動 (町 ) 全町  1環境衛生
6月 4日 (日 ) 全町一斉河川清掃 全 町 町・区

3・ 4。 5区 水利

7月 9日 (日 ) 夏の山作業 (区有林管理作業 2回目) 3・ 4・ 5区 林務

7月 29日 (土 ) 萩の郷夏祭り 全 区 支館

8月 20日 (日 ) 堤の草刈り作業 2回目 3・ 4・ 5区 水利

9月 3日 (日 ) 全町―斉防災訓練 1 全町 町・区

9月 10日 (日 ) 萩山神社 秋の例大祭 全 区 神 社

9月 中旬 防災研修会 関係役職者 防災

10月 15日 (日 ) 堤の草刈り作業 3回目 13・ 4・ 5区 水利

10月 15日 (日 ) 萩の郷敬老祭 対象者 支館

10月 29日 (日 ) 秋のごみゼロ運動 (区 ) 全 区 環境衛生

11月 5日 (日 ) 秋の山作業 (区有林管理作業 3回目) 3・ 4・ 5区 林務

11月 5日 (日 ) 萩山神社 七五三祝 対象者 神社

1月 1日 (月 ) 萩山神社 初詣・元旦祭 全 区 神社

2月 10日 (土 ) 地元町議会議員との懇談会 関係役職者 支館

2月初旬 防災研修会 関係役職者 防災

3月中旬 常会長・区委員合同会議 関係役職者 区

3月下旬 (土日) 萩山神社 春の例大祭 全 区 神社 常会長のみなさんに事業計画を説明

らヒ

ネ

6月 11日 (日 )1堤の草刈り作業 1回目

|
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財
産
管
理
適
正
に

監
査
委
員
長
福
沢
嘉
言

今
年
度
監
査
委
員
長
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
５
区

の
福
沢
で

す
。
区
の
監
査
委
員
は
３
区
の

新
井
徳
二
さ
ん
、
６
区
の
北
澤

明
さ
ん
と
私
の
３
名
で
、
下
市

田
区
、
公
民
館
下
市
田
支
館
、

萩
山
神
社
、
萩
山
郷
土
芸
能
保

存
会
、
御
柱
木
遣

・
劇
八
保
存

会
の
監
査
を
行
い
ま
す
。

役
員
の
皆
様
に
は
善
管
注
意

義
務
の
も
と
区
の
財
産
を
適
正

に
維
持

・
管
理

・
運
用
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

監
査
委
員
北
澤

　

明

決
算
監
査
を
実
施

４
月
２１
日
、
区
民
会
館
で
下

市
田
区
、
下
市
田
支
館
、
萩
山

神
社
の
令
和
４
年
度
決
算
の
監

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

駆
ヤ好
”

監
査
委
員
長
　
　
　
　
　
監
査
委
員

福
沢

嘉
言
　
　
　
新
丼

徳
二

林務委員長

丼坪 栄喜

環境衛生委員長

長坂 公功

令和 4年度 下市田区一般会計決算
(令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31日 )

里=■_ヱ監墨塁4塁亜旦
立」上_重壁望空笙⊇墨旦

差」重亘_聾塁Ш亜里
【収入の部】            (単 位:円、△は減

【支出の部l (単位 :円、△は減)

令和 5年度 下市田区一般会計予算
令和 5年 5月 8日 補正

(令和 5年 4月 1日～令和 6年 3月 31日 )

歳入。歳出総額 33,651,147円

【収入の部】       (単 位 :円、△は減)

【支出の部】 (単位 :円、△は減)
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土木委員長

高山 光義

土地利用委員長

林  直―

水利委員長

北沢 義実

ノ

ロ
ヽ

防災委員長

仲平 豊実

開
発
案
件
を
審
議

土
地
利
用
委
員
長

林

直

一

土
地
利
用
委
員
会
は
区
の
三

役
、
各
区
の
自
治
会
長
、
区
の

各
委
員
長
、
河
原
耕
作
者
組
合

長
、
農
業
委
員
な
ど
２０
名
ほ
ど

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
地
を
宅
地
や
工
業
用
地
等

に
転
用
す
る
申
請
が
出
さ
れ
、

そ
の
面
積
が
５
０
０
ｏｍ
以
上
の

規
模
の
大
き
な
案
件
が
発
生
し

た
場
合
に
、
こ
の
土
地
利
用
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
宅
地

化
や
商
工
業
等
の
建
物
が
建
設

さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
場
合
に
、

隣
接
す
る
農
地
に
影
響
が
無
い

か
、
あ
る
い
は
道
路
等
、
周
辺

の
環
境
整
備
は
大
文
夫
か
、
そ

し
て
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
雨
水

の
排
水
対
策
は
し

っ
か
り
取
ら

れ
て
い
る
か
等
を
審
議
し
ま
す
。

今
年
度
も
各
区
よ
り
土
地
利

用
委
員
会
に
お
い
て
審
議
が
必

要
な
案
件
が
発
生
し
た
都
度
、

委
員
会
を
開
催
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ηり
り
り
り
”

り
ｂ
ｒ

q

科   目 予 算 額 対前年増減
前期繰越金 8,596.147 2.277,274

区 費 14,690,000 210,000

町 支 出 金 7,067,000 △ 888,000

財 産 収 入 1,038,000

地元負担金 147,000 △ 27,000

消防義務費 1,450,000 150.000

諸 1又 入 金 663.000 △ 127,200

繰 入 金
収入合計 33.651.147 1.595,074

科 予 算 額 決 算 額 増  減
前期繰越≦ 6.318.873 6.318.873

区 14.480.000 15.483.600 1.003.600

町 支 出
`

】 1    7.955.000 10.570.503 2.615.503

1.038.000 1.039.502 1,502

地元負担 174.000 176.850 2,850

消防義務費 1.300,000 1.550.000 250,000

諸 収 入 金 790,200 901,887 111,687

繰 入 金
収入合計 32,056,073 36,041,215 3.985.142

科  目 予 算 額 対前年増減
総 務 費 13,027,000 △ 608,000

環境衛生費 570,000 △ 360,000

林 務 費 800,000 △ 10,000

土 木 費 330,000 △ 1,645,000

水 利 費 6,380,000 2,595.000

防 災 費 2,133,000 △ 1,342,400

公 民 館 費 1,500,000

予 備 費 8,911,147 2,965,474

繰 出 金
支出合計 33.651.147 1,595,074

科 予 算 額 決 算 額 増  減
総 務 : 13.635.000 12.264.855 △ 1.370,145

環境衛生 : 930.000 849.080 △ 80,920

林 務 費 810,000 552,575 △ 257.425

土 木 費 1,975,000 1,954,930 △ 20,070

水 利 費 3,785,000 7,716,977 3.931,977

防 災 費 3,475,400 2,511,155 △ 964,245

公 民 館 費 1.500.000 1.500,000

予 備 費 5,945,673 95,496 △ 5,850,177

繰 出 金
支出合言 32,056,073 27,445,068 △ 4,611,005
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下
市
田
保
育
園

改
修
問
題
の
現
状

下
市
田
保
育
園
改
修
に
つ

て
現
状
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

現
地
改
修
の
方
針
に
つ
い
て

町
は

「
５
年
前
に
決
ま

っ
た
こ

と
。
当
時
、
区
か
ら
移
転
と
い

う
意
見
は
な
か

っ
た
」
と
言
い

ま
す
。　
一
方
、
区
は

「
区
民

ヘ

の
説
明

。
意
見
聴
取
が
な
い
ま

ま
決
め
ら
れ
た
。
区

へ
の
相
談

も

一
度
も
な
か

っ
た
」
と

い
う

認
識
で
す
。

移
転
先
が
見
つ
か
る
か
ど
う

か
は
探
さ
な
け
れ
ば
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
町
は

「
国
道
よ
り
上

で
適
当
な
場
所
は
見
つ
か
ら
な

い
の
が
現
状
。
区
民
会
館
前
の

広
場
は
面
積
が
不
足
」
と
説
明

し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
う
し
て
い
る
間
に

も
園
舎

（新
耐
震
基
準
以
前
の

昭
和
５５
年
建
築
）
の
老
朽
化
は

進
み
ま
す
。
保
護
者
は
改
修
に

よ

っ
て
保
育
環
境
が
良
く
な
る

な
ら
少
し
で
も
早
く
し
て
ほ
し

い
と
思
う
で
し
ょ
う
。
ま
た
改

修
工
事
中
に
代
替
で
使
う
予
定

の
旧
み
つ
ば
保
育
園
の
空
き
家

の
期
間
が
長
く
な
る
こ
と
も
あ

ま
り
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

難
し
い
判
断
で
す
が
、
落
ち

着
い
て
考
え
、
し
か
し
無
駄
な

時
間
を
か
け
ず
、
結
論
を
出
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
は
６
月
か
ら
耐
震
診
断

・

耐
力
度
調
査

（３
か
月
ほ
ど
か

か
る
見
込
み
）
を
行
い
ま
す
。

区
は
下
市
田
保
育
園
と
認
定

こ
ど
も
園
ぱ
ど
ま
の
見
学
を
行

い
、
参
考
に
し
て
い
き
ま
す
。

各園の入所児童数の推移
※各年 4月 1日 現在 (年度途中の入所があるため年度末の入所児童数は若干増える )

定員
入 所 児 童 数

平 26 工「 27 平 28 ヨ=29
二
「 30 平 31 令 2 令 3 令 4 令 5

下 市 田 保 育 園 120 130 118 120 118 111 109 105 93 93 74

吉 田 保 育 園 90 71 78 88 82 83 75 79 64 / //
吉 田 河 原 保 育 園 90 87 91 85 95 81 81 76 83 // /
認定こども園ぱどま 155 / // // // // // // // 149 137

み つ ば 保 育 園 90 73 83 89 90 83 81 70 63 65

高森あか り保育園 120 // // // // // // // // // 95

山 吹 保 育 園 90 83 67 64 67 59 61 54 62 71 76

町   外 18 34 42 36 35 36 38 42 37 36

く全町のおもな経過>
平成 28～ 30年度 子ども・子育て会議で「吉田保育園
とみつば保育園を優先して建て替える」、「町内5園を4
園にする」の 2点 を了承
令和元年 7月 31日  臨時議会の町長あいさつ「吉田区と
相談し、吉田河原保育園に吉田地域全体を包括した保育

園を担っていただくことに決定した」、「みつば保育園の

新園舎を新たに建築し、民営化をベースに施設規模や場

所の選定を早期に進める」、「両保育園の新園舎完成後、

下市田保育園、山吹保育園の園舎の全面改築を行う」と

方向性を示す

令和元年 8月 保護者・町民との意見交換会 (4会場)
令和元年 9～ 10月 保護者・町民アンケート実施
(こ の後の吉田統合園と新みつば移転新築の経過は省略)

令和 4年 4月 1日 認定こども園「ばどま」が開園
令和 5年 4月 1日 高森あかり保育園が開園

<下市田保育園改修の検討経過>
ハザードマップ 2019(令和元年度発行)に新しく地す
べリイエローゾーンが加わり、園庭の一部がかかるため、

令和 3年度に議会などで懸念の指摘が上がる
令和 4年
3月 9日 議会一般質問の町長答弁「(イ エローゾーンに
かかるから)移転という話だが、これは何度も町民にお
計らいし大規模改築で了解を得ている。ところがコロナ

の影響で少子化が一気に加速している。4園 を維持でき
るのか、下市田保育園を継続するかどうかも含めて検討

したい」

5月 24日  子ども・子育て会議。教委事務局「山吹・下
市田の定員を計 130～ 150名 に減らしたい。長い将来で
は3園 になることも考えられるが、教委とすると当面は
公立で下市田に 1園、山吹に 1園は必要という判断」。定

員を減らして公立2園を残すことを了承
7月 4日 子ども・子育て会議。下市田保育園改修につ
いて、保護者への説明と理解を得ること、避難計画の再

確認・避難訓練の定期的実施を条件に、現地改修の方向

性を了承

7月 7日  子 ども・子育て会議が検討結果 を町長に
提案。添付資料の定員 (案 )は下市田 120→ 80、 山吹
90→ 70、 ぱどま 155維持、みつば 90→新みつば 120(合

計 455→ 425)
7月 20日  保護者会 5役と意見交換
8月 25日  第1回保護者説明会。改修内容は、①建物
の躯体をいかした大規模改修 (耐震については必要に応
じて補強)、 ②現定員 120名 を80～ 90名程度に減員し、
それに対応した園舎改修、③給食室を現在の基準に合わ
せて改修
9月 5日 保護者に「災害時の対応について」文書を配布
9月 13日 まで保護者アンケー ト調査を実施
9月 20日  第 2回保護者説明会
10月 25日  アンケート結果を受け、町の方針を決定し保
護者に通知。「現地での園舎大規模改修」、「改修開始時期は

令和 6年 4月 」、「改修中の保育はみつば保育園」など
11月 28日  下市田区説明会c説明会の後、区三役から「町
へのお願い」を提出=「下市田区民

への説明・意見聴取も

ないまま方向を決めたのはなぜか。すでに決まってから

の説明では納得いかない」、「地すべ り予知の方法が不明

で事前避難の保証がない。科学的な予知方策が必要」な

ど

12月 8日  下市田区代議員会。町長、教育長、教委事
務局が出席し、「町へのお願い」に対し「5年前に決まっ
たことで、当時区から改修ではなく建て替えとの意見も

寄せられていなかった」、「地すべ |)の予知ではなく地す
べりが起こる可能性がある場合に子どもたちを早く帰す。

雨の予報をもって避難するという見解で十分と考えてい

る」、「まずは耐震診断と耐力度調査を行いたい。あまり

にも結果が悪ければ建て替えもあり得るので、区・保護

者会と相談し次の方向性を決定したい」と回答

令和 5年
1月 27日  下市田区説明会
2月 8日 下市田区代議員会。結論は出さず継続審議に
3月 8日 下市田区代議員会。挙手により町の方針に対
する賛否を確認し、現地改修に賛成 6名、反対 4名、現
地で新築 4名、その他 1名
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地
元
町
議
会
議
員
と
墾
談
会

区
は
今
年
２
月
‐１
日
に
区
民
会
館
で
地
元
町
議
会
議
員

と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
区
民
６３
人
が
参
加
し
、

北
沢
幸
保
議
員
、
三
浦
喜
久
夫
議
員
、
小
川
修
議
員
、
小

沢
恵
子
議
員
と
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
事
前
に
区
民
か
ら
質
問

・
意
見

。
要
望
を
募
集

し
、
４
議
員
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
も
な
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す
。

自
治
会
加
入
率

現

状

と

対

策

は

Ｑ
ｌ
）
自
治
会
加
入
率
６０
％
程

度
の
現
状
と
今
後
の
対
策
は
。

北
沢
議
員
　
加
入
者
と
未
加

入
者
の
不
公
平

（役
員
選
出
、

出
労
、
自
治
会
費
等
納
入
）
、

自
治
会
収
入
の
減
少
、
災
害
時

の
対
応
が
円
滑
に
で
き
な
く
な

る
な
ど
大
変
憂
慮
す

べ
き
問

題
。
全
国
の
成
功
事
例
を
学
ん

だ
り
、
専
門
家
の
講
演
や
学
習

会
を
繰
り
返
し
行
い
町
民
意
識

を
高
め
て
い
く
。

三
浦
議
員
　
自
治
会
運
営
が

厳
し
く
な
り
、
非
常
に
困
る
。

共
助
の
自
主
防
災
組
織
と
し
て

の
機
能
を
前
面
に
し
て
い
く
。

小
川
議
員
　
話
を
聞
く
た
び

に
事
の
重
大
さ
に
危
惧
を
感
じ

町
議
と
し
て

考

え

る

課

題

Ｑ
３
）
ご
自
身
の
課
題
と
考
え

て
い
る
こ
と

（２
つ
ま
で
）
。

小
川
議
員
　
①
下
市
田
産
業

用
地
の
進
捗
。
②
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
り
組
み
。

小
沢
議
員
　
男
女
共
同
参
画

と
言
う
が
、
女
性
議
員
は
家
庭

が
あ
り
母
で
も
あ
り
、
男
性
議

員
と
同
じ
歩
幅
、
同
じ
ペ
ー
ス

で
歩
き
、
取
り
組
み
た
く
て
も

難
し
さ
が
あ
る
。
そ
れ
は
議
員

小
沢
議
員

だ
け
で
な
く
い
ろ
い
ろ
な
組
織

の
役
員
も
同
じ
。
女
性
参
画
に

は
女
性
に
対
す
る
社
会
的
理
解

が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

北
沢
議
員
　
①
サ
ッ
カ
ー
場

建
設
に
つ
い
て
町
民
に
全
貌
を

周
知
し
て
意
見
聴
取
し
時
間
を

か
け
て
検
討
す
る
。
②
下
市
田

保
育
園
の
改
修
。

三
浦
議
員
　
①

コ
ロ
ナ
禍
で

遠
く
な

っ
た
地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
を
ど
う
取
り
戻
し
て
い
く

か
。
自
治
会
脱
会
者
が
増
え

る
中
、
共
助

の
部
分
を
。
②

な
ど
の
負
担
が
強
い
ら
れ
る
ほ

か
、
地
域
の
防
災

・
防
犯
機
能

の
低
下
も
招
く
。
集
ま
る
こ
と

自
体
を
苦
痛
と
感
じ
る
方
や
、

時
間
を
つ
く
る
難
し
さ
も
あ
る

と
思
う
。
加
入
者
で
も
役
員
が

大
変
だ
か
ら
常
会
を
脱
退
し
た

い
と
い
う
声
も
耳
に
す
る
。
具

体
的
な
策
は
難
し
く
、
良
い
案

が
あ
れ
ば
う
か
が
い
た
い
。

町
議
会
の
現
状
と

今
後
の
あ
り
方
は

Ｑ
２
）
高
森
町
議
会
の
現
状
と

今
後
の
あ
―，
方
に
つ
い
て
。

三
浦
議
員

　
一
応
機
能
し
て

い
る
と
思

っ
て
い
る
が
、
町
長

の
追
認
機
関
み
た
い
に
な

っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
あ

る
。
変
え
て
は
い
け
な
い
と
こ

ろ
、
変
え
る
べ
き
と
こ
ろ
を
見

極
め
た
議
会
改
革
が
必
要
。

２
０
５
０
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
達
成

に
向
け
、
住
民
意
識
を
高
め
町

民
ぐ
る
み
で
行
動
を
起
こ
す
。

活

動

の

中

心

に

取

り

上

げ

る

こ

と

Ｑ
４
）
今
後
議
員
活
動
の
中
心

と
し
て
取
り
上
げ
た
い
こ
と
。

小
沢
議
員
　
障
が
い
者
福
祉

や
教
育
。
町
の
取
り
組
み
を
細

部
ま
で
理
解
す
る
こ
と
と
、
自

身
の
知
見
も
必
要
。

北
沢
議
員
　
①
学
校
給
食
の

無
償
化
。
②
防
災
減
災
対
策
＝

小
川
議
員
　
予
算
審
議
な
ど

議
会
は
不
可
欠
。
委
員
会
制
度

は
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
形
で
、

今
後
も
続
く
と
思
う
。

小
沢
議
員
　
そ
れ
ぞ
れ
専
門

的
視
点
か
ら
質
疑
を
行
い
、
議

決
機
関
と
し
て
の
役
割
は
果
た

し
て
い
る
と
思
う
。
町
長
に
提

言
を
提
出
し
、
町
も
事
業
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

北
沢
議
員
　
平
成
２９
年
度
か

ら
次
年
度
の
予
算
に
向
け
て
行

政
側
に
提
言
し
て
き
た
。
令
和

４
年
度
か
ら
グ
ル
ー
プ
や
団
体

の
要
望
に
応
え
て
町
民
懇
談
会

を
行

っ
て
い
る
。
議
会
か
ら
も

積
極
的
に
地
域
に
出
か
け
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

角
田
原
の
雨
水
対
策
、
中
学
校

南
と
羽
根
坂
の
竹
伐
採
後
の
崩

落
対
策
。
③
武
陵
地
交
差
点
の

改
良
。
三
浦
議
員
　
自
治
会
役
員
や

消
防
団
員
な
ど
担
い
手
不
足
の

解
消
。
自
治
会
や
消
防
団
の
存

在
意
義
を
み
な
さ
ん
と
考
え
、

こ
れ
か
ら
の
世
代
が
ど
う
思
う

か
話
し
合

っ
て
み
た
い
。

小
川
議
員
　
下
市
田
産
業
用

地

へ
の
取
り
組
み
。
与
え
ら
れ

た
役
職
の
中
で
粛
々
と
仕
事
を

し
て
い
け
れ
ば
。

〈×
ｘ
Ｘ
〉◇
◇
◇
◇
〈Ｘ
ｘ
⇔０
◇
◇
◇
◇
〈Ｘ
ｘ
×
〉◇
◇
◇
◇
◇
〈Ｘ
ｘ
〉◇
◇
◇
◇
〈Ｘ
Ｘ
ｘ
×
〉◇
◇
◇
◇
〈Ｘ
ｘ
×
〉◇
◇
◇
◇
〈Ｘ
ｘ
Ｘ
〉◇
◇
◇
◇
〈×
ｘ
×
〉◇
◇
０
◇
〈Ｘ
ｘ
ｏｘ
〉
◇
◇
◇
◇
〈Ｘ
Ｘ
ｘ
〉
◇
◇
◇
◇
◇
〈Ｘ
ｘ
〉
◇
◇
◇
◇
◇
〈Ｘ
Ｘ
Ｘ
〉◇
◇
◇
◇
〈
Ｘ
ｘ
×
〉◇
◇
◇
◇
〈Ｘ
ｘ
Ｘ
〉◇
◇
・◇
◇
〈Ｘ
ｘ
×
ｖ◇

下市田区の4議員を迎えて

▼

●

ニ

て
い
る
。
自
治
会
の
維
持
が
難

し
く
な
る
前
に
、
早
急
に
手
立

て
を
考
え
て
い
く
必
要
に
迫
ら

れ
て
い
る
。

小
沢
議
員
　
未
加
入
世
帯
の

増
加
は

一
部
の
人
た
ち
に
役
員
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Ｑ
５
）
下
市
田
保
育
園
の
改
修

に
つ
い
て
、
土
砂
災
害
警
戒
区

域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
場
所
で

現
地
改
修
を
容
認
す
る
の
か
。

小
沢
議
員
　
教
育
委
員
会
か

ら

「
現
地
改
修
を
最
優
先
に
」

と
説
明
を
受
け
た
。
親
御
さ
ん

か
ら

「
新
し
く
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
声
も
聞
い
て
い
る
。
地

す
べ
リ
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
に
関

し
て
は
、
防
災
訓
練
、
引
き
渡

し
訓
練
な
ど
を
行
う
こ
と
は
必

要
だ
と
思
う
。

北
沢
議
員
　
町
長
は

「
現
地

改
修
か
移
転
新
築
か
区
で
方
向

を
決
め
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
て

い
る
。
現
在
の
園
庭
が
２
つ
の

地
す
べ
リ
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
に

含
ま
れ
、
見
晴
山
活
断
層
が
萩

山
神
社

の
近
く
を
通
り
南
小

プ
ー
ル
方
向
に
走
ち

て
い
る
こ

と
か
ら
、
安
全
安
心
の
保
育
園

に
す
る
た
め
に
移
転
新
築
を
最

大
限
追
求
す
る
べ
き
。
国
の
防

災
移
転
支
援
事
業
等
の
活
用
を

検
討
す
べ
き
。

三
浦
議
員
　
地
す
べ
リ
イ
エ

ロ
ー
ゾ
ー
ン
を
除
け
ば
、
環
境
、

立
地
条
件
な
ど
を
考
え
る
と
、

下
市
田
地
区
で
こ
こ
に
勝
る
場

所
は
な
い
と
思
う
。

小
川
議
員
　
移
転
と
言

っ
て

も
何
年
も
か
か
る
。
町
は
地
す

べ
リ
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
も
考
慮

（耐
震
補
強
）
し
て
改
修
す
る

よ
う
で
、
そ
の
よ
う
に
し
て
み

て
は
ど
う
か
。

Ｑ
７
）
山
吹
ほ
た
る
パ
ー
ク
の

サ
ッ
カ
ー
場
建
設
に
つ
い
て
の

考
え
は
。
総
建
設
費
の
見
込
み
、

町
の
支
出
は
。
本
当
に
町
民
の

た
め
に
な
る
事
業
か
。

三
浦
議
員
　
総
事
業
費
は
１０

億
７
千
万
円
。
財
源
は
国
庫
補

助
４
億
５
８
６
０
万
円
、
地
方

債
３
億
８
３
８
０
万
円

（２
分

の
１
は
交
付
金
で
補
填
、
残
り

２
分
の
１
は

一
般
財
源
）
、　
一

般
財
源
２
億
２
７
６
０
万
円

（う
ち
１
億
３
千
万
円
余
は
土

〉０
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

×^
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
〉◇
◇
◇
◇
０
◇
◇
〈Ｘ
Ｘ
Ｘ
ｘ
×
〉０
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
０

Ｘ^
ｘ
×
Ｘ
Ｘ
〉◇
◇

夕
映
え
道
路
か
ら

南
大
島
川
の
橋
は

Ｑ
６
）
夕
映
え
道
路
か
ら
南
大

島
川
へ
橋
を
渡
す
計
画
は
今
ど

う
な

っ
て
い
る
か
。

三
浦
議
員
　
橋
は
令
和
４
年

度
に
設
計
、
５
年
度
か
ら
工
事

し
７
年
度
に
完
成
予
定
。
橋
の

建
設
費
は
高
森
町
と
飯
田
市
で

折
半
で
、
夕
映
え
道
路
と
の
接

続
は
町
の
事
業
。
飯
田
市
の
万

才
線
と
は
市
の
事
業
で
ラ
ウ
ン

ド
ア
バ
ウ
ト
で
つ
な
ぐ
。

地
代
で
財
政
調
整
基
金
か
ら
繰

入
）
。
し
た
が
っ
て
地
方
債
の
半

分
の
１
億
９
１
９
０
万
円
を
合

わ
せ
た
４
億
１
９
５
０
万
円
が

町
の

一
般
財
源
か
ら
の
支
出
ｃ

山
吹
下
河
原

一
帯
は
今
後
町

が
大
き
く
変
わ

っ
て
い
く
場
所

だ
と
思
う
。
サ
ッ
カ
ー
場
が
で

き
る
こ
と
で
人
の
流
れ

・
賑
わ

い
が
変
わ
り
経
済
も
動
き
、
町

の
出
費
も
多

い
が
周
辺

へ
の
経

済
効
果
が
あ
る
。
町
民
利
用
に

よ
る
健
康
増
進
、
サ
ッ
カ
ー
を

通
じ
た
青
少
年
の
健
全
育
成
な

ど
も
町
民
に
と

っ
て
役
立
つ
。

小
沢
議
員
　
局
所
的
で
な
く

広
域
的
に
と
ら
え
、
観
光
を
視

野
に
農
産
物
の
販
売
な
ど
で
収

益
を
得
る
取
り
組
み
を
考
え
て

い
く
こ
と
が
大
切
。
今
は
若
い

人
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
た
こ
と

が
経
済
効
果
に
つ
な
が
る
時
代

で
、
時
代
に
合
わ
せ
た
取
り
組

な
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

北
沢
議
員
　
セ
ン
タ
ー
を
２０

年
間
維
持
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ

ッ
ト
、
毎
年

の
維
持
費
、

費
用
対
効
果
、
財
政
見
通
し
等

が
町
民
に
ま

っ
た
く
示
さ
れ
て

い
な
い
こ
飯
田
市
川
路
（昨
年
）

や
駒
ケ
根
市
と
飯
島
町

（令
和

Ｈ
年
）
に
天
然
芝
サ
ッ
カ
ー
場

が
で
き
る
中
で
将
来
の
利
用
見

通
し
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
今

後
５
年
間
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
改

修
、
下
市
田
と
山
吹
の
保
育
園

改
修
、
か
わ
ま
ち
づ
く
り
が
あ

り
、
町
民
福
祉
や
財
政
面
か
ら

考
え
れ
ば
サ
ッ
カ
ー
場
は
最
初

に
行
う
べ
き
で
は
な
い
。

小
川
議
員
　
南
信
州
で
初
め

て
の
Ｊ
Ｆ
Ｌ
公
認
の
サ
ッ
カ
ー

場
と
し
て
知
名
度
を
上
げ
、
利

用
料
の
確
保
に
努
力
す
る
こ
と

が
必
要
で
、
周
辺
市
町
村

へ
の

利
用
の
呼
び
か
け
も
大
事
だ
。

場
外
馬
券
売
り
場

に
対
す
る
考
え
は

Ｑ
８
）
場
外
馬
券
売
り
場
に
対

す
る
考
え
方
は
。

北
沢
議
員
　
昨
年
１２
月
１３
日

に
議
会
で
反
対
請
願
２
件
を
採

択
し
、
１２
月
１５
日
に
浜
名
湖
競

艇
企
業
団
に
意
見
書
を
送
付
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
企
業
団
は
計

画
を
断
念
し
た
。
将
来
の
健
全

な
高
森
町
の
発
展
に
向
け
排
除

で
き
て
良
か

っ
た
。

小
川
議
員
　
反
対
し
た
立
場

で
今
も
変
わ
り
は
な
い
。

小
沢
議
員
　
賛
否
両
論
あ

っ

た
。
反
対
の
請
願
に
賛
成
し
た
。

三
浦
議
員
　
賭
け
事
を
す
る

人

（ギ
ャ
ン
ブ
ル
愛
好
家
）
で

山
吹
下
河
原
が
賑
や
か
に
な
る

と
は
思
え
な
い
。

地区内外の課題を取り上げて

ロロ
ロロ

Y
|

レ
~
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イ
ベ
ン
ト
充
実
ヘ

支
館
長

新
丼

千
道

私
は
こ
の
４
月
か
ら
下
市
田

区
の
支
館
長
と
し
て
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
区
民
の
皆
様
と
共

に
下
市
田
区
の
発
展

と
皆
様
の
幸
せ
の
た

め
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

支
館
と
し
て
は
、

コ
ロ
ナ
が
５
類
に
な

り
、
〈
７
ま
で
行

っ
て

こ
れ
な
か

っ
た
イ
ベ

ン
ト
を
充
実
さ
せ
、

区
民
の
皆
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
意
見

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
支
館
の

活
動
を
行

っ
て
ま

い
り
ま
す
。

下
市
田
支
館
に
皆
様
の
ご
指
導

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
就
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

笑
顔
で
集
え
る
場
を

一

支
館
部
長

林

　

裕
文

一

４
月
よ
り
支
館
部
長
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
５
区
の
林
と
申

し
ま
す
。

国
内
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
が
確
認
さ
れ
４
年
目

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
支

館
行
事
も
中
止
や
縮
小
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

５
月
か
ら
感
染
症
の
位
置
づ
け

が
５
類
に
移
行
さ
れ
、
行
事
も

徐
々
に
再
開
で
き
る
か
と
思
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
前
と
同
様
に
開

催
す
る
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か

る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
時
そ

の
状
況
を
踏
ま
え
、
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
も
笑
顔
で
集
え
る

場
を
取
り
戻
し
て
い
か
れ
た
ら

と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
区
民
の

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
ｃ

退
任
あ
い
さ
つ

前
支
館
長
　
上
沼

基
広

令
和
３

年
度
と
４

年
度

の
支

館
長
の
大

役
を
仰
せ

b
支館主事

小林 和子
(1区 )

支館副部長

松下 伸太
(6区 )

‐

副支館長

矢澤 民樹
(2区 )

支館副部長

熊谷志保子
(6区 )

支館長

新井 千道
(6区 )

支館副部長

佐々木ひろみ
(5区 )

支館部長

林 裕文
(5区 )

ヽ

Ｆ

「

♂
●
．ト

ヽ

つ
か
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

の
波
の
中
で
事
業
活
動
が
抑
制

さ
れ
計
画
倒
れ
が
続
き
、
公
民

館
支
館
活
動
の

「集

い
、
学
び
、

結
ぶ
」
の
本
来
の
基
本
に
繋
が

ら
ず
残
念
で
し
た
が
、
代
替
案

と
し
て
区
民
会
館
前
の
桜
木
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
新
春
お
楽

し
み
会
が
分
館
長
主
事
、
支
館

部
員
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協

力
の
中
で
実
施
で
き
た
こ
と
が

思
い
出
に
残
り
ま
し
た
。

昨
年
は
夏
祭
り
を
計
画
し
、

実
施
１
週
間
前
に
急
に
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
関
係
者
の
皆

さ
ん
で
悩
み
実
行
す
る
た
め
の

意
見
交
換
を
で
き
た
こ
と
は
良

い
意
味
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
な

っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
徐
々
に
従
来
の
活

動
に
戻

っ
て
い
く
か
と
思
い
ま

す
が
、
や
り
方
は
変
わ

っ
て
も
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
出
に
残

る
事
業
を
新
井
支
館
長
中
心
に

活
動
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て

退
任
の
あ
い
さ
つ
に
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

(令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31日 )

収 入 額  3,977,277円

支 出 額  1.672,520円

差引残高  2,304f57円

【収入の部】 (単位 :円、△は減 )

【支出の部l (単位 :円、△は減 )

令和 5年度
下市田支館予算
令和 5年 5月 8日補正

(令和5年 4月 1日～令和6年 3月 31日 )

歳入・歳出総額  4,205,757円

【収入の部】  (単位:円、△は減)

【支出の部】  (単位:円、△は減)

科 目 予算額 対前年増減

繰 越 金 2,304,757 229,705

繰 入 金 1,500,000

補 助 金 400,000

雑 収 入 1.000

収入合計 4.205,757 229,705

科  目 予算額 決算額 増  減

繰 越 金 2,075,052 2.075,052

繰 入 金 1,500,000 1.500.000

補 助 金 400,000 402,200 2,200

雑 収 入 1,000 25 △ 975

収入合計 3,976,052 3.977,277 1,225

科  目 予算額 対前年増減

総 務 費 1,940,000 △ 160,000

事 業 費 1,960,000 170,000

広 報 費 11,000

予 備 費 294,757 219,705

支出合計 4,205,757 229,705

科 目 予算額 決算額 増  減

総 務 費 2,100,000 1,189,781 △ 910,219

事 業 費 1,790.000 471,739 △ 1,318,261

広 報 費 11,000 11,000

予 備 費 75,052 △ 75,052

支出合計 3,976,052 1,672.520 △ 2,303,532

二
・

■
・
ｆ
´

令和 4年度 下市田支館決算 |
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「つ
ど
う
」
こ
と
で

地
域
住
民
に
絆
が

分
館
長

・
主
事
会
会
長

坂
牧

博
夫

一

令
和
５
年
度
、
若

輩
者
で
は
あ
り
ま
す

が
、
分
館
長

・
主
事

会
会
長
を
務
め
さ
せ

て
頂
き
ま
す
３
区
の

坂
牧
で
す
。

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中

３
年

間

ほ
ど

様
々
な
事
業
が
中
止

と
な
り
、
「
つ
ど
う
」

こ
と
が
薄
れ
て
き
ま

し
た
。
「
つ
ど
う

」

こ
と
は
地
域
住
民
の

間
に
絆
が
生
ま
れ
、
住
民
同
士

の
繋
が
り
が
強
ま
る
―
と
文
部

科
学
省
の
公
民
館
の
位
置
づ
け

で
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
も
完
全
終
息
し
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
５
類
と
な
―，
、

マ
ス
ク
着
用
も
本
人
の
意
思
と

な
る
中
、
皆
様

の
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
受
け
て
活
動
し
て
参
り
た

い
と
思

い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

山
田
綾
子

▽
２
区

＝
松
島
稔
、

金
田
美
保
子
、
大
沢
美
麗
▽
３

区

＝
渋
谷
圭
史
、
今
村
美
由

紀
、
松
下
道
博
、
今
川
美
賢

▽

４
区
＝
宮
澤
昌
幸
、鳥
海
幸
広
、

蜂
谷
貴
子

▽
５
区

＝
林
裕
文
、

佐
々
木
ひ
ろ
み
、
手
塚
弘
子
▽

６
区
＝
熊
谷
志
保
子
、
松
下
伸

大
、
原
純
江

編
囀
拳
媚

新
体
制
で
初
め
て
の
区
報

。

館
報
の
編
集
が
終
わ
れ
ば
、
息

つ
く
間
も
な
く

「萩
の
郷
夏
祭

り
」
の
計
画
作
り
が
本
格
的
に

始
ま
り
ま
す
。
各
分
館
の
事
業

も
５
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
次
号

の
紙
面
は
春
夏
の
イ
ベ
ン
ト
山

盛
り
に
な
る
で
し
ょ
う
。
全
部

載
せ
る
つ
も
り
で
臨
み
ま
す
。

魚

餞

3区分館長

坂牧 博夫
2区分館長

蜂谷 昌幸

^ 

ミ|ミ
|:'′ミ、

5区分館長

小川 喜也

2区分館主事

塩沢 健二

|ミミ3チ
ノ
「

1区分館長

山本 智治

1区分館主事

船田 智

4区分館主事

橋都  淳

令和 5年度下市田支館事業計画

令和 5年度下市田区各分館事業計画

）補b
6区分館長

中垣 裕彦

ハ
l~_⌒ I

｀́
 ヽフ .´

3区分館主事

宮島 正樹

6区分館主事

新丼 博文
5区 分館 主事

」ヒ原 1清和

「

編

集

委

員

令
和
５
年
度

の
下
市
田
区

報

。
館
報

「萩
の
郷
」
編
集
委

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
区
長
＝
北
沢
文
治
▽
副
区
長

＝
光
沢
金
良

▽
会
計
＝
市
沢
元

則
▽
支
館
長
＝
新
井
千
道
▽
副

支
館
長
＝
矢
澤
民
樹
▽
支
館
主

事
＝
小
林
和
子

◇
支
館
部
員
▽
１
区
＝
上
沼
俊

亮
、
武
田
尚
孝
、
中
塚
代
里
子
、 ヒ_」

屁國

月 日 (曜 日) 事 業

7月 29日 (土 ) 萩の郷夏祭り

10月 15日 (日 )1萩 の郷敬老祭

10月 21日 (土 |

る

こ

ま

る

森

し

高

お

ごと収穫祭 (町 )
無料サービス

2月 10日 (土 ) 地元町議会議員との懇談会

区 月 日 (曜日)

１

　

区

5月 28日 (日 ) 親子ふれあい教室

6月 18日 (日 ) スポーツ大会

7月 22日 (土 ) ふれあい広場夏祭 り

10月 1日 (日 ) 常会対抗ペタンク大会

1月 28日 (日 ) 文化交流会

２

　

区

5月 21日 (日 ) 笑顔を増やそうプロジェクト

6月 4日 (日 ) 常会対抗ペタンク大会

7月 8日 (土 ) 下 2納涼祭
11月 23日 (木 ) 笑顔を増やそうプロジェクト

1月 1日 (月 ) 新年会 (新春獅子舞を迎えて )

3

区 11月 19日 {日 )常会対抗ベタンク大会
9月 17日 (日 )|マ レットゴルフ大会

夏期スポーツ大会と焼肉交流会

ふれあい広場 ミニ運動会

弓 元旦マラソン大会
6月 18日 (日 )お ―いお茶だに !

Э

区

9月 3日 (日 ) スポーツ大会

1月 6日 (土 ) ほんやり作 り

12月 17日 (日 ) おやす作 り

ｈ́
）

区

5月 21日 (日 ) マレットゴルフ大会

7月 盆踊 り講習会

12月 正月飾り作り

1月 どんど焼き

″
｀ヽ

支館総会 (4月 20日 、区民会館)

一一

・

4区分館長

玉置 淳―

|

事    業

16月 25日 (日 )1多世代交流会&ち ょっと防災
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わたしの作文

ぼ〈の作文

空
手
や
り
続
け
た
い

り

ゅ

う

■
ヽ

小
６

今

川

竜

汰
（３
区
）

ぼ
く
が
今
頑
張

っ
て
い
る
こ

と
は
、
小
学
１
年
生
の
時
か
ら

始
め
た
空
手
で
す
。

な
ぜ
頑
張

っ
て
い
る
か
と
い

う
と
、
空
手
を
や
っ
て
い
る
と

楽
し
い
か
ら
で
す
。
そ
し

て
、
今
は
茶
帯
で
、
妹
に

負
け
た
く
な
い

（抜
か
れ

た
く
な
い
）
の
で
頑
張

っ

て
い
る
の
と
、
県
大
会
で

い
つ
も
１
回
戦
や
２
回
戦

で
負
け
て
し
ま
う

の
で
、

長
距
離
も
っ
と
速
く

．

小
６

鳥

海

宏

陽
（４
区
）

る
け
ど
、
タ
イ
ム
が
速
く

な
る
と
、
す
ご
く
嬉
し
い

で
す
。
今
ぼ
く
は
早
起
き
し
て
、

お
父
さ
ん
と
、
お
兄
ち
ゃ

ん
と
走

っ
て
い
ま
す
。
冬

．‐

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

●

場
す
ご
く
寒
く
て
、
起
き

た
く
さ
ん
努
力
し
て
、
今
度
の

県
大
会
で
は
、
１
回
戦
、
２
回

戦
を
突
破
で
き
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
で
す
。

中
学
生
に
な

っ
て
も
、
高
校

生

に
な

っ
て
も
、
大
学
生

に

な

っ
て
も
、大
人
に
な

っ
て
も
、

元
気
に
空
手
を
や
り
続
け
た
い

で
す
。

ヽ″

る
の
が
つ
ら
か

っ
た
け
ど
、
今

は
、
走

っ
て
い
て
風
が
と
て
も

気
持
ち
い
い
で
す
。

ぼ
く
の
目
標
は
２
つ
あ
り
ま

す
。
１
つ
目
は
南
信
大
会
で
１

位
に
な
り
、
そ
し
て
県
大
会
で

３
位
以
内
に
入
る
こ
と
で
す
。

２
つ
目
は
自
己
ベ
ス
ト
を
出
す

こ
と
で
す
。
頑
張
り
ま
す
。

ぼ
く
の
折
り
紙

小
５

藤
田
京
史
郎
（５
区
）

ぼ
く
は
折
り
紙
を
折
る
の
が

好
き
で
す
。
理
由
は
、
折
り
紙

は
１
枚
の
紙
か
ら
色
々
な
形
の

も
の
が
作
れ
る
か
ら
で
す
。

例
え
ば
、
折
り
始
め
が
同
じ

で
も
、
と
中
か
ら
折
り
方
を
変

え
れ
ば
別
の
も
の
に
な
り
ま
す
。

い
つ
も
ぼ
く
が
折

っ
て
い
る

ド
ラ
ゴ
ン
は
、
最
初
は
つ
る
の

様
に
折
り
ま
す
が
、
ひ
し
形
に

開
く
あ
た
り
か
ら
折
り
方
を
変

え
ま
す
。
足
や
手
、
頭
、
し
っ

ぽ
、
羽
が
つ
い
た
ド
ラ
ゴ
ン
に

な
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
折
り
目

を
つ
け
る
の
で
、
１
つ
を
折
る

の
に
３０
分
か
か
り
ま
す
。
で
も
、

と
て
も
集
中
し
て
折
る
の
で
、

あ

っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ

ま
す
。
も

っ
と
難
し
い
折
り
方
を

マ

ス
タ
ー
し
た
い
で
す
。

″ 1・   ■●  ●・  .
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＝
今
和
５
年
３
月
２６
日

吉
沢
　
澄
海
さ
ん
（１
区
）

坂
牧
　
夏
帆
さ
ん
（２
区
）

酒
井
　
里
桜
さ
ん
（３
区
） 萩

山
神
社
春
季
例
夫
祭
＝

熊
谷
　
優
杏
さ
ん
（４
区
）

手
塚
莉
緒
奈
さ
ん
（５
区
）

酒
井
　
　
椿
さ
ん
（６
区
）

桜
丸鈴
木

松
岸
一木
畠
日
静
¨
五．，叶
′ヽ

ん

（
１
反
」）

梅
エ牧
内

ゆ

う

と

悠
仁
く
ん

（４
区
）

つ
ば

き
椿
く
ん

（１
区
）

日
ヨ
Ｈ
＝

浦姜の舞姫

獅
子
曳
き

.ALIA
EST.

1911

〕

一
■・ 事

ぼ
く
は
陸
上
で
長
距
離
を

や
っ
て
い
ま
す
。
５
年
生
の
時

は
、
練
習
し
て
も
、
な
か
な
か

自
己
ベ
ス
ト
が
出
ま
せ
ん
で
し

た
。
練
習
は
苦
し
い
こ
と
も
あ

６
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